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六
月
定
例
会

定例会を持回りで…4Ｐ

当選したら何をする…6Ｐ
ゴミ収集 不公平が生じている…10Ｐ

藤 町長最後の定例会…14Ｐ
仁淀中ソフトボール部、堂々県体2位…19Ｐ

わたし、防災仁淀川町です

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り（
長
者
）で

伝
統
の
花
鳥
踊
り
が
復
活

仁
淀
高
校
生
と
高
知
大
生
15
人
が
披
露

6月15日　快晴。地場産品コーナーも盛況。
普段は静かな山あいに笑顔が戻った（長者）
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一 般 質 問

藤

町
長
最
後
の
定
例
会
で
す

答 和と財政の健全化は果せた

公約は守れたか

「
一
つ
の
布
団
に
３
人
が

寝
る
と
真
中
は
温
か
く
、
両

端
は
一
方
が
引
く
と
一
方
が

寒
い
。」
は
故
片
岡
音
吉
吾
川

村
長
の
言
葉
で
あ
る
。

三
町
村
が
合
併
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
集
大
成
を
聞
く
。

４
年
間
の
和
の
政
治
で
旧

三
町
村
の
地
域
格
差
は
薄
れ
、

商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
組
織
の

統
合
で
地
域
が
協
力
し
合
い

仁
淀
川
町
に
定
着
し
て
き
た

と
考
え
る
。

吾
川
、
仁
淀
は
50
年
、
池

川
は
90
年
の
歴
史
が
あ
り
、

各
自
治
体
の
行
政
経
緯
が
あ

る
。池

川
は
地
権
者
が
広
い
土

地
を
所
有
し
、
借
地
が
多
い
。

問

片
岡
政
徳

答

町
　
長

保育所の受託など、事業が拡大した社協（大崎）

契
約
内
容
な
ど
も
違
い
旧
三

町
村
の
調
整
は
難
し
く
、
検

討
し
て
き
た
が
、
解
決
に
は

時
間
が
か
か
る
。

町
民
の
和
と
財
政
の
健
全

化
は
公
約
を
果
た
せ
た
と
思

う
。

6月定例会は、９日・10日に開催。報告１件、補正予算３件、人権擁護委員
の推薦の人事案件１件、工事請負契約の締結１件を原案どおり可決。
一般質問は９人が町政の当面する課題に活発な議論を展開した。



「
和
」
は
家
庭
、
職
場
、

地
域
に
も
通
じ
る
も
の
で
、

旧
町
村
の
垣
根
を
越
え
、
職

場
も
和
の
精
神
を
持
っ
た
一

体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
。

国
の
景
気
対
策
、
県
の
産

業
振
興
計
画
の
中
山
間
対
策

な
ど
有
効
に
活
用
し
、
３
年

余
り
の
町
政
、
38
年
県
政
に

携
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

官
民
一
体
の
協
働
の
基
本
姿

勢
で
臨
み
た
い
。
急
峻
で
地

理
的
不
利
で
あ
る
が
、
豊
か

な
自
然
、
多
く
の
伝
統
文
化
、

優
れ
た
知
識
、
技
能
者
も
多

く
、
こ
の
資
源
を
活
用
し
地

域
経
済
の
振
興
に
つ
な
げ
、

自
然
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
。
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別
府
小
は
２
・
３
年
が
複

式
、
名
野
川
小
は
完
全
複
式

と
な
り
、
今
後
も
児
童
の
減

少
で
小
・
中
学
校
の
運
営
の

変
化
が
考
え
ら
れ
、
保
護
者

の
中
に
は
不
安
に
思
う
者
も

多
く
い
る
の
で
は
。

町
の
方
針
を
保
護
者
、
地

域
へ
の
周
知
は
。

大
崎
小
は
23
年
度
か
ら
複

式
が
見
込
ま
れ
る
。

県
は
一
学
級
当
た
り
20
人

前
後
が
効
率
的
な
教
育
と
示

し
て
い
る
。
各
学
校
の
生
徒

数
の
見
込
み
は
厳
し
く
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
会
な
ど
の
機
会
に
話

を
し
て
い
る
。

今
後
、
保
護
者
や
地
域
、

議
会
と
議
論
が
必
要
だ
。

問

片
　
岡

問

片
　
岡

問

片
　
岡

答

副
町
長

答

教
育
長

答

教
育
長

副
町
長
の
理
念
は
「
和
」

目
指
す
も
の
は

自
然
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く

答

大石副町長

小
・
中
学
校
の
運
営
に
変
化
は

情
報
を
共
有
し
な
が
ら

答

小・中学校

町長選に立候補。政策を述べる大石弘秋氏（7月28日・川口の選挙事務所）

５月に来町。
読書の指導と普及を行う、井上蘭読書活動支援員（大崎小）

で
、
意
味
は
仲
良
く
、
協
力
、

調
和
な
ど
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
は
最
適
の
言
葉
と
思
う
が

構
想
は
。

不
安
が
あ
れ
ば
町
を
出
る

人
も
増
え
る
と
思
う
。

町
に
素
晴
ら
し
い
教
育
を

定
着
さ
せ
不
安
な
く
教
育
が

受
け
ら
れ
る
対
応
を
。

保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

が
集
ま
り
教
育
に
関
し
て
の

話
合
い
を
持
ち
た
い
と
非
公

式
に
聞
い
て
い
る
。
関
係
者

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
取

り
組
む
。



定
例
会
を
、
旧
町
村
の
持

ち
回
り
で
実
施
し
て
は
。

合
併
後
、
議
会
は
す
べ
て

本
庁
で
開
か
れ
、
傍
聴
者
は

182
人
で
町
外
57
人
、
池
川
地
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県
は
、
産
業
振
興
計
画
実

行
の
年
と
位
置
付
け
て
い
る

が
、
町
は
何
を
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
、
世
界
に
は
ば
た
く

か
。仁

淀
川
流
域
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
は
、
仁
淀
川
流

域
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
糖

度
ト
マ
ト
産
地
の
確
立
、
間

伐
の
推
進
、
林
材
産
業
の
振

興
、
シ
キ
ミ
、
サ
カ
キ
の
販

売
拡
大
、
フ
ー
ド
プ
ラ
ン
を

中
心
に
地
域
産
業
の
活
性
化

な
ど
、
県
全
体
の
事
業
費
に

85
億
円
計
上
、
中
で
も
生
産

か
ら
販
売
ま
で
の
補
助
金
に

10
億
円
措
置
。
こ
れ
ら
を
活

用
し
産
業
活
性
化
支
援
交
付

金
に
よ
り
、
新
た
な
取
り
組

み
を
支
援
し
活
性
化
を
図
る
。

問

野
村
安
夫

答

町
　
長

答

町
　
長

答

町
　
長

問

野
　
村

問

野
　
村

問

野
　
村

答

企
画
課
長

産
業
振
興
計
画
は

答
来
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
龍
馬
伝
で
、
高
知
県
は
全

国
に
注
目
さ
れ
る
。
町
も
一

体
化
し
て
、
注
目
さ
れ
る
産

業
振
興
に
取
り
組
ん
で
は
。

仁
淀
川
流
域
で
、
ピ
ー
ア

ー
ル
事
業
そ
の
他
町
独
自
の

商
品
開
発
な
ど
を
研
究
、
商

品
化
し
て
各
方
面
に
販
売
す

る
。

議
会
で
検
討
を

定
例
会
を
持
回
り
で

答

茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
糖
度
ト
マ
ト
産
地
の
確
立
、
間

伐
の
推
進
、
林
材
産
業
の
振
興
、
シ
キ
ミ
、
サ
カ
キ
の

販
売
拡
大
、
フ
ー
ド
プ
ラ
ン
等
…
…

池川旧議場（７月22日撮影）

仁淀旧議場（７月22日撮影）

仁淀川茶のブランド化はできるか。いつ？誰がする？

区
８
人
、
吾
川
地
区
88
人
、

仁
淀
地
区
29
人
。
議
場
と
し

て
使
用
で
き
る
条
件
は
、
録

音
機
器
の
充
実
、
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
、
池
川
・
仁
淀
地
区

は
、
改
装
費
が
必
要
だ
。

定
例
会
最
後
の
置
土
産
に

ぜ
ひ
実
現
を
。

議
会
で
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。




